


 
 

 

様式第６号の２ 

１１．事故原因の詳細（後日提出） 

発

生

原

因 

人 的 要 素 物 的 要 素 管理的要素 

・作業範囲内の路面にホースを

直置きしていた。 

・ストッパー等が無いバルブの

ため意図しない接触により容易

にバルブが開く仕様だった。 

・作業中のホースの置き場が明

確でなかった。 

原因評価 

◎ 

原因評価 

○ 

原因評価 

◎ （ ◎ ○ 

△ ） 

（ ◎ ○ 

△ ） 

（ ◎ ○ 

△ ） 

   ※ 原因評価：事故との関連性 重大＝◎ 中程度＝○ 軽度＝△   

 

【人的要素に基づくヒューマンエラー要因】 

※ 事故原因と考えられる人的要素に○印をつける。（複数可） 

Ｈ１ 無知 未熟練 経験不足 教育不足 

Ｈ２ 危険軽視 慣れ 悪習慣 集団欠陥 

Ｈ３ 近道本能 省略本能 能率本能 

Ｈ４ 場面行動本能（１点に集中して周囲の状況が見えなかった） 

Ｈ５ 緊急時のあわて パニック状態 

Ｈ６ 外的要因錯覚（見間違い、聞き違い等） 内的要因錯覚（思い込み等） 

Ｈ７ 中高年齢者の機能低下 

Ｈ８ 疾病 疲労 体質 急性中毒等 

Ｈ９ 単調反復動作による意識レベルの低下 

１２．事故対策 

再
発
防
止
対
策 

人 的 要 素 物 的 要 素 管理的要素 

・作業途中であっても、使用中

でない器具は路面に直置きせ

ず、所定の場所（荷台）へ片づ

ける。使用しない場合はコン

プレッサーのバルブを閉めて

おく。 
 

・ロック式ボールバルブを採

用する。 

・ホース先端を縦置き可能

な器具を試案する 

※ 対策内容の説明資料を添付すること。 

 



【第2報(終報)】E19中央道 ㊤283.８KP付近規制外へはみ出したエアーホースにトラックが乗り上げる事象

【発生日時】 2024年２月13日（火）９時35分頃
【発生場所】 Ｅ19中央自動車道 上り線 園原IC～中津川IC間

283.8.KP付近
【工事件名】 2023年度 中央自動車道 管内維持修繕業務
【受注者名】 中日本ハイウェイ・メンテナンス名古屋株式会社
【概 要】 伸縮装置漏水対策工の施工で使用するコンプレッサーエアーホースのバルブに足が接触し、

バルブが開いたことでエアーが噴出してホース先端が車線規制外へはみ出し、大型トラック１台が
ホースを乗り上げ通過したもの

【被害状況】 人的損害 : （相手方） なし （当方） なし
物的損害 : （相手方） 被害報告なし （当方） なし

【第三者被害】 同上
【マスコミ報道】 なし
【時 系 列】
２/１３ 9:35頃 現場責任者からメンテ担当者へ連絡

9:45頃 メンテから HSC保全計画課へ報告
16:50 緊急安全大会実施

令和6年２月15日9時30分
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【発生場所】

【状況写真】



【状況図】

足が接触してバルブが開いてエアーが噴出 ホース先端が車線規制外へはみ出し

【原因】 ・作業中のホースの置き場が明確でなく、作業範囲内の路面にホースを直置きしていた
・ストッパー等がないバルブのため、意図しない接触により容易にバルブが開く仕様だった

【対策】 ・作業途中であっても使用していない器具は路面に直置きせずトラック荷台に片づける
また、片付け方法としてホース先端を縦置き可能な器具を試案する
・ロック式ボールバルブを採用する

（図1:ロック式ボールバルブ）

【安全大会実施状況】
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